
４．がん予防

活動 結果(アウトプット) 中間アウトカム 目標アウトカム
アウトプットをもたらす活動の内容 アウトカムをもたらすために期待される活動の

結果
目標アウトカムに資する中間的な変化 達成すべき目標

(あるべき姿)

1

１.県は、喫煙率や受動喫煙の減少に
向けた制度面での施策の実施を行う
２．喫煙率や受動喫煙の減少に向けた
たばこに関する知識の普及啓発を行う

1.県内の飲食店や多数の者が利用する公共
施設にて、喫煙可能区域を設定するなどの受
動喫煙防止対策がとられている。
２．たばこによる健康被害と禁煙に関するポス
ターやパンフレットが作成され、学校でのたば
こによる健康被害と禁煙に関する教材が作成
されている。
３．県庁内や県関連施設において全面禁煙と
なり、職員の禁煙に向けた啓発が行われてい
る

1.県内の飲食店や多数の者が利用する公
共施設において、全面禁煙となっている。
２．たばこによる健康被害と禁煙に関するポ
スターやパンフレットが県内の飲食店や多
数の者が利用する公共施設において設置
され、たばこによる健康被害と禁煙に関す
る教材を活用した授業が学校で実施されて
いる。
３．職員の喫煙率が減少している。

2

１.市町村は、喫煙率や受動喫煙の減
少に向けた制度面での施策を実施する
２．喫煙率や受動喫煙の減少に向けた
たばこに関する知識を普及啓発する

1.市町村内の飲食店や多数の者が利用する
公共施設にて、喫煙可能区域を設定するなど
の受動喫煙防止対策がとられている。
２．たばこによる健康被害と禁煙に関するポス
ターやパンフレットが作成され、学校でのたば
こによる健康被害と禁煙に関する教材が作成
されている。
３．市町村庁舎や市町村関連施設において全
面禁煙となり、職員の禁煙に向けた啓発が行
われている

1.市町村内の飲食店や多数の者が利用す
る公共施設において、全面禁煙となってい
る。
２．たばこによる健康被害と禁煙に関するポ
スターやパンフレットが県内の飲食店や多
数の者が利用する公共施設において設置
され、たばこによる健康被害と禁煙に関す
る教材を活用した授業が学校で実施されて
いる。
３ 職員の喫煙率が減少している

3

1.医療機関は、医療機関における、喫
煙率や受動喫煙の減少に向けた環境
の整備
2.医療機関は、医師会との協力によ
る、喫煙率や受動喫煙の減少に向けた
環境の整備。

1.県内医療機関において全面禁煙となり、職
員の禁煙に向けた啓発が行われている。
２．たばこによる健康被害と禁煙に関するポス
ターやパンフレットが作成されている。
３．禁煙外来の設置されている医療機関、ま
たは禁煙指導が行われている医療機関に関
する情報提供がおおkなわれている。

1.職員の喫煙率が減少している。
2.たばこによる健康被害と禁煙に関するポ
スターやパンフレットが県内の全ての医療
機関に設置されている。
3.禁煙外来の設置されている医療機関、ま
たは禁煙指導が行われている医療機関が
増えている。

4

1.市町村は、県内医療関係者や有識者
との連携、内外の知見をもとにした、接
種の対象となるがん予防ワクチンおよ
び対象者等の決定

1.科学的根拠に基づいて接種の対象となるが
ん予防ワクチンと対象者等について、県や市
町村での検討が着手されている。

1.科学的根拠に基づいて接種の対象となる
がん予防ワクチンと対象者等について、県
や市町村での検討が継続されている。

県内全ての市町村に
おいて、科学的根拠に
基づいたがん予防ワク
チンの接種が実施され

5

1.市町村は、必要に応じて公費助成を
伴う、がん予防ワクチンの接種体制の
整備
２．県は、民間企業・団体や患者団体と
も連携した、がん予防ワクチンに関する
受診啓発を行う

1.国の推奨するがん予防ワクチンについて、
全ての市町村において接種が行われている。

1.国の推奨するがん予防ワクチンについ
て、全ての市町村において適切な対象者等
に対して接種が行われ、必要に応じて公費
助成も実施されている。

がん予防ワクチンの接
種対象となるがん腫に
おいて、罹患率が減少

する

県内の成人喫煙率を、
５年以内に１６％、10
年以内に12％とする


